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1．はじめに 

 近年，線状降水帯などによる局所的な豪雨によって

土砂災害が発生している．一般的に，豪雨の際，高速

道路や国道等では沿線に設置された雨量計で観測され

た雨量に基づき，速度制限や通行止めなどの規制が実

施される．しかし，比較的設置密度の高い高速道路の

場合でも雨量計は約 10km 間隔でしか設置されていな

い．そのため，現状では局所的な豪雨を必ず観測でき

るとはいえず，災害を見逃す可能性がある． 

 ところで，気象に関する技術的進歩により，現在で

は，気象庁から様々な気象情報が提供されている．そ

れらの中でも解析雨量は気象レーダーと地上の雨量計

をもとに推定される降水量である．それは，1km メッ

シュ毎に全国隙間なく作成され，1 時間当たりの雨量

（時間雨量）で提供される．すなわち，解析雨量を活

用すれば，現状の雨量計による観測網では捉えられな

い降雨の捕捉が可能になる． 

本研究では，過去に道路路線上で発生した局所的な

豪雨事例における解析雨量の降雨規制基準に対する適

用事例を通じ，道路管理における解析雨量の有用性に

ついて検討する． 

2．既往の研究 

 図-1 は，今回の検討対象とした道路の路線と設置さ

れている雨量計の位置を示している． 

 櫻谷ら（2016）1)は，本路線を対象とし，解析雨量と

雨量計の観測値（実測雨量）を比較することで解析雨

量の精度を分析した．そして，降雨強度の大きな場合

には，解析雨量は実測雨量との誤差が大きいことを明

らかにした．図-2 は，その際に使用した実測雨量と解

析雨量の関係を示している．図中，20mm/h未満の実測

雨量を青点，20mm/h以上のそれらを赤点でプロットし

ている．また，青実線は実測雨量が 20mm/h 未満の場

合における解析雨量の実測雨量における回帰直線，赤

破線は実測雨量が 20mm/h 以上の場合におけるそれを

示している．表-1 はそれぞれの回帰直線の相関係数と

回帰係数を示している．青線における回帰係数がほぼ

1 であることから 20mm/h 未満の降雨では解析雨量は

実測雨量とほぼ一致することがわかる．  

 

図-1 対象路線と雨量計の位置 

 

図-2 実測雨量と解析雨量の関係 

表-1 相関係数と回帰係数 
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一方，赤破線における回帰係数が 0.84であることか

ら、20mm/h以上の降雨では，実測雨量は解析雨量を

上回っていると考えられる． 

この関係に基づき，窪田ら（2017）2)は，20mm/h

以上の降雨強度の場合における解析雨量の補正方法を

提案した．本研究ではその補正方法を適用する． 

3．解析雨量の適用事例 

 今回の検討対象として，2009年に発生した局所的な

豪雨を選んだ．図-1 内の黄枠で囲んだ範囲は局所的な

豪雨が発生した場所を示している．図-3 は黄枠内にお

ける高速道路と雨量計の位置を概略的に示している．

また，背景の格子は，解析雨量が提供されている 1km

メッシュの区分を示している．図-4 はこの局所的な豪

雨において最大の時間雨量となった 2009/8/1 5:00での

時間雨量の分布を示している．補正することによって，

雨量が増加していることが顕著にわかる．特に，補正

前では 50mm/h～60mm/hの雨量であったメッシュの多

くが60mm/h～70mm/hの雨量となり，60mm/h～70mm/h

の雨量であったメッシュの全てが 70mm/h～80mm/hの

雨量となっている． 

図-5 は，補正された雨量による連続雨量の分布を示

している．この区間での規制雨量は連続雨量 190mmで

あることから，赤色で示したメッシュにおいて通行規

制雨量を超えている．一方，この局所的な豪雨で，雨

量計 No.5 と No.6 で観測された連続雨量はそれぞれ

62mmと 129mmであった．このため，実際には通行規

制は行われなかった．つまり，この局所的な豪雨はか

なりの強度の豪雨であった可能性があったにも関わら

ず雨量計によって豪雨を捉えることができなかったた

め，それを見逃した可能性があることを示している．

すなわち，解析雨量を活用することで，このような見

逃し事案が減り，より安全な道路管理を行うことがで

きるものと考えられる． 

4．結論 

 本研究では，道路管理における解析雨量の活用に向

け，過去の豪雨事例に解析雨量を適用した．それによ

り，道路管理における解析雨量の有用性について検討

した．得られた知見を以下にまとめる． 

Ⅰ．解析雨量を活用することで，現行の雨量計では不

可能な降雨の空間的な分布を把握できる． 

Ⅱ．解析雨量を補正することで，規制雨量を適切に評

価することができ，安全な降雨規制を行うことができ

る． 

 

    

図-3 高速道路の概略図   図-5 連続雨量の分布 

 

 

    

（左：補正前，右：補正後） 

図-4 2009/8/1 5:00の時間雨量の分布 
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